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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望

に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
５
月
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
は
感
染
法
上
の
位
置
づ
け
が
「
５
類
」
へ
と

移
行
し
、
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
・
継
続
し
な

が
ら
、
社
会
経
済
活
動
と
の
両
立
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
各
地
域
で
は
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
も
再
開
さ
れ
、
本
市
の
夏
祭
り
「
土

佐
の
ま
ほ
ろ
ば
祭
り
」
も
４
年
ぶ
り
に
吾
岡
山
で
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
か
つ
て
の
に
ぎ

わ
い
が
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
一
方
で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
や
歴
史
的
な
円
安
等
に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
等

の
物
価
高
騰
が
、
市
民
生
活
や
地
域
経
済
活
動
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
引
き
続
き
、

市
民
生
活
を
守
り
、
事
業
者
の
経
営
維
持
に
向
け
、
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
う
れ
し
い
お
知
ら
せ
と
し
て
、
２
０
２
５
年
前
期
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
あ

ん
ぱ
ん
」
の
制
作
が
決
定
し
、
本
市
の
名
誉
市
民
で
あ
る
、
や
な
せ
た
か
し
先
生
が
モ

デ
ル
と
し
て
描
か
れ
ま
す
。
後
免
町
で
少
年
期
を
過
ご
さ
れ
た
、
や
な
せ
先
生
の
こ
れ

ま
で
の
功
績
を
改
め
て
顕
彰
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
機
会
に
本
市
へ
の
観
光
誘
客
に

つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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図
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の
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、
ま
た
国
営
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整
備
事
業
に
つ
い
て
順
次
進
め
て
い
く
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。
併
せ
て
、
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海
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ラ
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震
に
向
け
た
防
災
・
減
災
対
策
や
、
子
育
て
環
境
の
充
実
を
図
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こ
と
で
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ま
が
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健
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迎
え
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こ

と
と
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び
申
し
上
げ
ま
す
。
年
の
初
め

に
あ
た
り
ま
し
て
、
市
議
会
を
代
表
し
、

謹
ん
で
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
近
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
自
粛
や
制
約
を

受
け
て
お
り
ま
し
た
が
、
昨
年
５
月
に
感

染
症
法
上
の
位
置
づ
け
が
「
５
類
」へ
移
行
し
た
こ
と
で
、
社
会
活
動
の
復
調
の
兆

し
も
見
え
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
は
感
染
防
止
対
策
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
従

前
の
よ
う
に
お
過
ご
し
い
た
だ
け
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
待
望
の
文
化
ホ
ー
ル
の
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
Ｍ
Ｉ
Ａ
Ｒ
Ｅ
！
が
完

成
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
拠
点
と
し
て
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て

お
り
、
本
年
は
、Ｊ
Ｒ
後
免
駅
前
広
場
の
整
備
や
図
書
館
の
建
設
、
都
市
計
画
道
路

の
整
備
等
が
進
め
ら
れ
る
な
ど
、景
観
の
変
化
だ
け
で
な
く
利
便
性
の
向
上
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
の
想
い
が
、
目
に
見
え
る
形
と
し
て
広
が
っ
て
い
く
中
、
に
ぎ
わ

い
創
出
に
お
い
て
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説「
ら
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ま
ん
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続
き
、「
あ
ん
ぱ
ん
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、
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光
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に
も
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。
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お
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ま
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定
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こ
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我がまちの
名工

南国市技能功労者表
彰南国市技能功労者表
彰

　昨年11月22日、長年同一職業に従事し、優れた技能を社会発展のために役立て、功績のあった技能職者
を顕彰する「令和５年度南国市技能功労者表彰式」が行われました。受賞者の方を紹介します（順不同）。

　令和５年度「子ども・若者育成支援推進強調月間」高知県大会で、
南国市子ども会連合会長・山本綾子さんが高知県知事表彰を受賞し
ました。また、第４８回高知県子ども会連合会育成大会高知大会に
て同運営委員・伊藤正一さんが高知県子ども会連合会表彰を受賞し
ました。
　両名とも南国市の子ども会活動に長期に携わり、青少年の健全育
成や指導に多大な貢献をされていることで、今回の受賞となりました。

11／5  高知県知事表彰 ・  11／25  高知県子ども会連合会表彰

　令和５年度第45回「少年の主張」高知県大会で、
北陵中学校３年和田陽南子さんの作文「『普通』にと
らわれない社会へ」が最優秀賞を受賞しました。
　高知県代表として全国大会へも出場、「国立青少年
教育振興機構努力賞」を受賞しました。

　中学校卒業と同時に父が経営する川村建具店
に入職されました。他者が作ることが難しい細か
な組子細工技術を有するなど、手作業の優れた
技術を要する建具を作ることを得意とされていま
す。現在は、若者向けのデザインの建具作りや若
い方への技術伝承を熱心に行われています。

　昭和46年大西接骨院を開業されました。以来、
常に技術研鑽に精励し、問診、視診、触診など
徒手検査の卓越した技能により市民の健康増進
に取り組んでいます。また、高知県柔道整復師
会の理事や幹事を務め、柔道整復師の地位向上
や団体の発展に大きく貢献されました。

9／3  令和５年度第45回「少年の主張」高知県大会表彰式
（県民文化ホール  グリーンホール）

川 村  貴 士 さん（植野）　木製建具製造・工事業／経歴40年

大 西  茂 男 さん（大埇甲）　柔道整復師／経歴56年
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